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金沢大学附属図書館�
基本理念と目標�
このたび，附属図書館の基本理念と目標を策定しました！�
平成21年12月8日�
図書館委員会承認�
　金沢大学附属図書館は，かつて加賀金沢を「天下の書府」と言わしめたこの地の学問に対する深い情熱と，流行
におもねることなく伝統美を斬新な意匠で織り上げてきた繊細な感性とを己のものとして受け継ぎ，本学の学
術情報の揺るぎなき礎となって，すべての利用者にきめ細やかな支援を提供することを目指します。�
　すなわち，金沢大学附属図書館の使命は，金沢大学憲章に謳われた「地域と世界に開かれた教育重視の研究大
学」という本学の理念を支え，「卓越した知の創造」と学生の「自学自習」を促進するために，学術情報資源の収集，
整理，保存，発信に力を注ぐとともに，一冊の本，一人の利用者たりともおろそかにしない万全のサービスを具体
化することに他なりません。�
　そのため，金沢大学附属図書館は，以下の目標の実現を目指します。�
　中央図書館，自然科学系図書館，医学系分館のそれ
ぞれの特性を生かした３館体制機能を生かし，常に
学生，教職員及び地域市民のニーズの把握に努め，そ
れに応える先進的で上質な利用者サービスを提供し
ます。�
　東アジアにおける知の拠点として，金沢大学の知
的研究成果を「金沢大学学術情報リポジトリ（KURA）」
により蓄積し，国内外に発信します。�
　金沢大学が前身校及び本学ゆかりの先人たちから
受け継いだ資産を守り，時間，空間を超えた知のクロ
スロード（交差点）として，知的資産の安定した提供
及び保存管理体制を整備します。�
　地域社会や国際社会との多様な知の交流を促すた
め，地域社会との連携を積極的に進めるとともに，異
なる文化的背景を持つ留学生・研究者へのサービス
を充実します。�
　金沢大学附属図書館の基本理念と目標を実現する
ため，図書館職員は常に資質の向上に努めつつ，設備
や施設の整備・充実を図ります。�
　先端的情報通信技術を活用し，教育・研究を支える
先進的な学術情報基盤を整備し，図書やデジタル資
料等多様な学術情報資源の効率的な収集及び管理等
に努めるとともに，最善のアクセス手段を提供します。�
　学生の自学自習と自由な研究ならびに社会人とし
ての自立を支えるために，学習・研究用図書及びキャ
リア教育や就職活動を支援する資料の充実を図り，
快適な学習環境の整備に努めます。�
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